


































関係にあった政長流畠山氏側の守護代である遊佐長教は本願寺と対立姿勢を示す一方で 河内国本願寺寺院の還住問題についての決定に注目している。長政が同意したもの 長教が渋 と 、政長流方の遊佐長教と義就流方の木沢長政の勢力バランスを崩す問題があったと述べている。 ずれも畠山氏内木沢氏につい の動向に限られる。細川側において 活動として、天野忠幸氏は 晴元体制下 「御前衆」の一人としての存在を指摘 ている。それは被官同士もしくは摂津国人等 縁戚関係を結ぶこと より、組織と在地の結びつきが強固され、長政はその一部であることに注目している
（６）
。しかし晴元下の長政の実質的な活動についても今まで検討されていない。また、彼の





































































































































































































いだろうと意見を述べている。 このように浮泛は在氏の周辺について意見を述べられる立場だったことが確認できる。また【史料一】に認められるように、役職は明確に書かれていないが浮泛も礼銭をも っている立場にあり、在氏の側にあって長政の代理であるだろうことが窺い知れる。小谷 は、遵行体制の変化と捉えているが、 【史料五】の氏判物が る以上、畠山氏の枠組みを飛び越えた木沢氏の独自の保証として捉えられるのではなかろうか。一方で長政だけではなく浮泛が発給している文書に関しても見直さねばならないと考える。
小括木沢氏は天文年間より在氏を守護として、 【史料三】のように在氏の「御判」を則りながら守護代として確立し、

































































































































































































































































































た関係を築いたことにより、大和へ注目した。 「大和守護」を自称し、信貴山城に拠点を移すと、段米の免許や将軍の御下知である春日社の御神供について関わりを持ち、元々の守護権力である興福寺や春日社等の寺社へ接近し 。また大和国人との関わりを深めている。前章で十市氏は長政 獲得した「御成敗」 権限より、 恩恵を受けていたが、【史料二〇】 の天文九年段階になると十市氏とは敵対関係にあった。 一方で筒井氏とは共闘関係にあったと考えられる。また越智氏とも友好関係かは把握できないが、本願寺寺院の還住の権限を長政が侵害していたことや、越智氏が十市氏と長政の間を取りもつ等お互 にやりとりがあったことは確認できた。長政は大和国人を掌握することにより、もとより在氏を傀儡化して押さえていた河州とは異な 権力化を形成しようと試みてい と考え れる。
おわりに
木沢長政の活動動向を河内義就流畠山氏・細川晴元・大和を通して見てきた。河内では木沢氏独自の保証を形成し、細川被官としては本願寺交渉 重要な立場を担った。さらには幕府へと繋








（1）天野忠幸氏「結論と展望」 （ 『戦国期三好政権の研究』所収、清文堂出版、二〇一〇年） 。（2）「畠山系図」 両畠山略系図」 （ 『続群書類従』第五輯上系図部所収）及び弓倉弘年氏「管領家畠山氏」系図（ 『中世後期畿内近国守護の研究』所収、二〇〇六年、清文堂出版）参考の元、簡易作成。（3）『細川両家記』享禄五年 一五三二）六月一五日条。（4）弓倉弘年氏「戦国期河内畠山氏の動向」
 （ 『国學院雑誌』八三号、一九八二年、国学院大学出版部）及び「戦国期























 （ 『ヒストリア』一三一号、大阪歴史学会、一九九一年） 。
（8）遊佐順盛に関する史料は、 永正元年（一五〇四）七月一八日付「遊佐就盛折紙写」















 ――河内守護畠山氏の支配構造の変化について――」 （ 『研究紀要』 三号、
八尾市民俗資料館、一九九二年）後に「戦国期の守護権力
 ――判物発給者――」 （ 『畿内戦国期守護と地域社会』
所収、清文堂出版、二〇〇三年） 。（23）天文六年（一五三七）一一月一三日付「畠山在氏安堵状」 （ 『観心寺文書』 、 『大日本古文書』家分け第六）二三四号。（24）『言継卿記』享禄 年（一五三二）六月二〇日条。（25）『私心記』天文元年（一五三二）八 二 ・二四日条。（26）『細川両家 二 三 五月 〇日条。（27）石田晴男氏「両山中氏と甲賀「郡中惣」 」 （ 『史学雑誌』九五号、公益財団法人史学会、一九八六年） 。（28）天文三年 一五三三 七月二一日付「日初軒書状」 （ 『内閣文庫蔵曇花院殿古文書』 ）等。（29）『春日神社文書』 （春日神社社務所編纂、 九 八年）一五 号。（30）『大館常興日記』第三巻 天文十年十月記裏書」所収 年月日未詳「某書状」 （ 『続史料大成』第一七巻二一二・二一三頁、臨 書店、一九六七 。（31）天文七年 月 九 付「十市遠忠披露状」 『春日神社文 』 八三号（32）天文六年二月七日付「越智家頼披露状」 （ 『春日神社文書』 六九号）による 、一方で越智氏の惣領である家頼もこの「御成敗」に同意していたことがわかる。（33）『親俊日記』天文七年一月二六日条。（34）応仁の乱以後の畠山氏及び大和国人の抗争に関しては、朝倉弘氏 応仁の乱における大和国人衆の動向」 「戦国争乱 一
 ――越智・筒井両党の抗争――」 「戦国争乱（二）







 ） 及び 「守護」
 （福田豊彦氏著
 ） の項、 特に 「興福寺」 の項では、
室町幕府の成立で守護職（大乗院・一乗院の両門跡が分掌） 、また「大和国」の項では、将軍足利義教の時期に筒井某は将軍家扶持人となった。筒井氏は当時、興福寺官符衆徒団（衆中）の棟梁に任ぜられ、奈良代官兼大和守護代となっていたことを言及している。（37）『天文日記』天文六年（一五三七）十月七・二三日条。（38）『法隆寺 書』 東京大学史料編纂所影写本） 。（39）『天文日記』天文六年一二月十五日条。
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